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第1章 研究の背景と目的 

中国における「一人っ子政策」は 1979年から実施された。「一人っ子政策」は「一つの家族は子供を一

人しか持てない」という政策である 25 年を経て、こうした極端な少子高齢化により、これからの家族は、高

齢者 4人、夫婦 2人そして子供 1人、即ち「4・2・1」の家庭モデルに変化しており、さらに、子供は就労、

就学、結婚のため、家から独立して生活する場合が少なくない。核家族化とともに、伝統的な家族扶養機

能は崩れ、高齢者の扶養を社会化しなければならなくなっている 4）。 

第 2章 先行研究 

【介護】：北京市については、「中国民生発展報告 2012」では、2011 年の一人暮らし高齢者は 13.2％

に上っている。2005 年の北京の人口 1％のサンプル調査によれば、34％は一人暮らし高齢者である。一

人暮らしの女性高齢者の比率は女性高齢者人口の 80％を占めている。施設については、2011年に北京

市の老人ホームは 401 ヶ所で、ベッド数は 7万近くである 09）10）11）。 

【経済】北京民政局によると、北京市朝陽区の年金は2034元/月であり、平均貯金は9.6万元、90.4％

の高齢者は経済上の基本的な保障をうけている。78.9％の高齢者は生活上大体満足している状況であ

る。確かに北京市の収入は全国と比べると高い、しかし、病気になった時、治療、介護の費用が加えると、

生活が満足できない状況になる 11）12）。 

【情緒】：北京市民政局の「在宅サービス体系建設研究」によると、高齢者の社会活動はテレビやラジオ

の視聴、散歩、新聞を読むなどの単独活動に集中している、社会の接触をすること少ないと指摘している。

北京市朝陽区の高齢者のうつ状況の調査によると、うつ傾向の比率は 26.5％、うつは 5.6％だった 14）。 

2.1研究目的 

 本研究では、一人っ子の親が「情緒的サポート」「経済的サポート」「介護的サポート」を子供とその配偶

者に求める場合の要因を明らかにすることにある。最も大きいサポート源とである配偶者がいるかいない

かで、子供とその配偶者にサポートを求める程度が大きく異なることを考慮して、配偶者がいる場合と配

偶者がいない場合に分けて尋ね、分析することとした。さらに、３つのサポートには、親の状況、親の子供

との関係、親の子ども以外との関係、の３つの領域が影響すると仮定して研究の枠組みをつくり、３つの領

域のどのような項目が影響するかを探索的に分析することとした。 

第 3章 研究方法 

3.1 研究対象 

調査対象：北京市で 1980年 1月１日から 1989年 12月 31日に生まれた一人っ子の親、一つの家庭

の父親もしくは母親のうちの一人を対象にして、自記式調査を依頼する。 

調査人数：性別はソーシャルサポートの重要な関連要因として検証するため、性別が一方に偏らない

よう配慮し、半数になるよう依頼し、男性 100名と女性 100名の総計 200に配布した。 

調査方法：機縁法 

調査は 2014年 8月 1日から 31日の 1か月間であったが、157人から回答が届いた。該当者以外の回

答者と半分以上回答していない調査票を除くと、有効回答数は 146人になり、回収率 78.5％、有効回答

率は 73％であった。 

3.2調査項目 

1）独立変数 

【回答者の状況】：「年齢」、「性別」、「学歴」、「婚姻状況」、「就業状況」、「生活余裕感」、「孤独感」。 

【回答者と子供との関連状況】：「子供と住む距離」、「子供との交流頻度（メールや電話）」、「子供との直



接会う頻度」、「過去 1年間の子供からのお金の支援の有無」。 

【回答者と子供以外との関連状況】：「近隣との直接会う頻度」、「友人や職場の人との会う頻度」。「親族

との直接会う頻度」。 

2）従属変数 

【配偶者がいる場合の情緒的サポート】、【配偶者がいる場合の経済的サポート】、【配偶者がいる場合

の介護的サポート】、【配偶者がいないと仮定する場合の情緒的サポート】、【配偶者がいないと仮定す

る場合の経済的サポート】、【配偶者がいないと仮定する場合の介護的サポート】、の 6 つに分けた。供

給源として、「配偶者」「子供・その配偶者」「親・兄弟姉妹」「その他の親族」「友人や職場の同僚」「近隣の

人」、「専門家・サービス機関」に分けた。 

3.3 分析方法 

分析方法については、まず【回答者の状況】、【回答者と子供との関連状況】、【回答者と他人の関連

状況】を単純集計する、その次に、配偶者いる場合と配偶者いない場合の独立変数とソーシャルサポー

トの関連を検討するために、現状の中には配偶者いない状況を除外して、6種類のソーシャルサポート

の点数を従属変数として、強制投入法による重回帰分析をおこなった。また、回答者一人一人の欠落

項目の種類が違うことやデータ集合を整えるために、欠損値は平均値で置換にした。分析には、IBM 

SPSS Statistics 22 を用いた。 

第 4章 結果と考察 

4.1 配偶者がいる場合のソーシャルサポート 

【情緒的サポート】：〈女性〉が子供からのサポートを期待している。友人や職場の人との直接会う頻度が高

いほど、〈子供・子供の配偶者〉からの情緒的サポートの期待が低くなる。【経済的サポート】：「過去1年間

の子供からのお金の支援の有無」については、支援「あり」の人は今後も子供からの経済的サポートを期

待することになる。【介護的サポート】：〈女性〉は<男性>以上に子どもからの介護的サポートを期待してい

る。〈子供との会う頻度〉とは負相関があった。普段子供とあまり会わない人は、子供からの介護的サポー

トを期待していないと感じしており、クロス集計をすると、子供あまり会わない人が、子供との住む距離が遠

い、子供とのメールや電話などの手段的交流頻度が低いなどの傾向があり、介護サポートでは、子供との

接触機会が子供に期待することが関係しているといえる。 

4.2 配偶者がいないと仮定する場合のソーシャルサポート分析 

【情緒的サポート】：「年齢」が高くほど、子供からの情緒的サポートを期待している。〈友人や職場の人

との会う頻度〉高い程、子供からの情緒的サポートの提供は低くなる。【経済的サポート】：「子供との交流

頻度（メールや電話）」が高く、「過去 1 年間の子供からのお金の支援の有無」にていて〈あり〉、「近隣との

会う頻度」が低く人が子供からの経済的サポートをきたいしている。【介護的サポート】：「子供との交流頻

度（メールや電話）」が高く、「友人や職場の人との会う頻度」が低い人が子供からのサポートが期待して

いる。【情緒的サポート】、【経済的サポート】と【介護的サポート】は全て「学歴」と関連がある。クロス集計

すると、「学歴」は「年齢」、「就業状況」、「子供との住む距離」、「生活余裕感」、「子供と直接会う頻度」、

「近隣との直接会う頻度」、「孤独感」との関係がある。重回帰分析を見ると、「年齢」「直接子供との会う頻

度」「直接近隣との会う頻度」がサポートによって有意差がみられるため、学歴が高いほど、「子供・子供の

配偶者」からのサポートへの期待が大きくなる。 
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